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～シカ有害被害撲滅大作戦～

　　野生動物による農林業被害等に対して、県では、平成25年度から年間35,000頭をシカ捕獲の最低目標数値として掲げている。平成26年度以降の目標達成に向けて、個体数管理を柱とする県の補助制度の見直しが本年２月から３月に示されたことを受け、シカの捕獲拡大に向けて、本市の捕獲体制を強化する。
１　目標　平成26年度シカ捕獲頭数を年間6,500頭とする。
　　県では、平成29年度以降、年間10,000頭の捕獲で、農林業被害の軽減と個体群保全の両立ができる生息密度（目撃効率1.0）となるよう、平成28年度までの３年間、年間捕獲目標を33,500頭（本州部）とし、集中的にシカの捕獲を進めることとしている。
県のシカ保護管理計画に基づき、本市としても、シカの被害が大きいことから、今後３年間、捕獲を集中的に進めることとする。
シカの有害捕獲期間に重点を置き、年間捕獲6,500頭を目指す。内訳として、有害捕獲期間は平成25年度の実績約3,500頭から1,500頭増加させ、捕獲頭数を5,000頭とする。また、狩猟期間の捕獲頭数は1,500頭とする。
　　※目撃効率…１人の狩猟者が１日に目撃したシカの頭数の平均値。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：頭）
	シカ　捕獲種別
	H25実績
	H26目標
	比較

	有害捕獲期間
(4/1～11/14)
(3/16～3/31)
	一般捕獲
	有害捕獲班
	銃  猟
	203
	300
	97

	
	
	
	わな猟
	3,280
	4,200
	920

	
	捕獲専任班(新設)
	銃  猟
	－
	500
	500

	小　　計
	3,483
	5,000
	約1,500

	狩猟期間(11/15～3/15)
	狩猟者
	1,726
	1,500
	－

	合　　計
	5,209
	6,500
	－


　　※狩猟期間…県内外の狩猟者の銃器・わなによる捕獲。平成24年度は943頭と各年の捕獲頭数に変動が大きいため、過去３カ年の平均値1,500頭とした。
　　※わ な 猟…箱オリ、囲いオリ、くくりわな

　　※イノシシ…過去５年間で、平均1,000頭/年捕獲されている。被害はシカより少ない。
２　目標設定の考え方
　　県は保護管理計画に基づき市町毎に最低捕獲目標頭数を定めており、平成26年度の本市の最低捕獲目標頭数は5,260頭である。
しかし、県が定めた捕獲頭数は「82,000頭～178,000頭」の幅をもつ推計生息数値の中央値を前提に最低限の捕獲頭数として設定されており、推計値の上限は、中央値の約1.5倍となっている。
他方、本市においては、平成25年度の捕獲頭数が平成24年度実績より約1.4倍に増えたにもかかわらず、農林業被害は一向に減少していない。有害鳥獣捕獲班の聞き取りからも、多くのシカの生息が確認されている。（例えば、平成24年度の兵庫県平均の目撃効率が1.67に対し、豊岡市の目撃効率は2.28となっている。）
このような状況を勘案し、市の目標値を、県が市に求めている最低捕獲目標頭数5,260頭を超えて設定し、現時点で捕獲可能と考えられる1.2倍に設定することとする。
なお、今後の推移を踏まえ、目標数値は適宜見直す。
　　
5,260頭(最低捕獲目標頭数)×1.2＝6,312　約6,500頭
３　目標達成に向けた取り組み
　（単位：円）
	シカ　捕獲種別
	現行単価
	改定単価

	有害捕獲期間
(4/1～11/14)
(3/16～3/31)
	一般捕獲
	銃猟（捕獲班）
	8,000
	16,000

	
	
	わな猟
	わな猟（捕獲班）
	8,000
	12,000

	
	
	
	農会檻捕獲
	8,000
	10,000

	
	
	
	同一檻２頭
	5,000
	8,000

	
	捕獲専任班(新設)
	銃猟
	－
	24,000

	狩猟期間(11/15～3/15)
	狩猟者
	2,500～6,500
	5,000


※狩猟期間における狩猟者への捕獲報償金の詳細は次のとおりである。
    　　　　　＜現行単価＞　　　　　　　　　　　　　　　　 ＜新単価＞
	区　分
	単　価
	
	区　分
	単　価

	１～２頭
	支給なし
	
	１～２頭
	支給なし

	３～10頭
	2,500円/頭
	
	３頭以上
	5,000円/頭
※１頭目から

	11～20頭
	4,500円/頭
	
	
	

	21頭以上
	6,500円/頭
	
	
	


1  シカ捕獲報償金の増額
　　　１頭あたりの有害捕獲報償単価を増額し、有害鳥獣捕獲班員の駆除に対する意欲を高め、有害捕獲期間の捕獲頭数を1,000頭増加させる。
⑵　捕獲専任班の新設
　　国の鳥獣被害防止緊急捕獲等対策(基金)を活用した県の「シカ有害捕獲専任班支援事業」により、銃猟によるシカの捕獲業務を専門的に行う捕獲専任班を新設する。
有害鳥獣捕獲班員の中から、平日も十分に活動できる方を選抜し、１班10人前後で２班を編成する。７月からの本格実施を目標に、１班１日あたり５頭捕獲し、１月あたり10日間の活動で有害捕獲期間の捕獲頭数を500頭とする。

　　　５頭/日×10日/月×２班×５カ月＝500頭
⑶　嘱託職員の新規採用
　　　有害鳥獣駆除について十分な知識と能力を有する者を１名新規採用し、市内の有害鳥獣駆除の促進を図る。
　　ア　採用者
　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(おか),岡) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(い),居)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ひろ),宏) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(あき),顕)　（県集落獣害アドバイザー、市有害鳥獣捕獲班員）
イ　主な業務
(ｱ)　捕獲専任班の編成・運営についてのコーディネート
(ｲ)　有害鳥獣捕獲班の活動調整

(ｳ)　駆除実施場所の選定調整
(ｴ)　防護柵の適正管理指導　　　　など

４　全体事業費　86,601千円（概算・予定）
　⑴　平成26年度　現行予算と６月補正予算の内容
（単位：千円）
	種別
	細　別
	金　額
	財　源

	
	
	
	国交付金
	県費
	特別交付税
	市単費

	現行予算
	36,683
	4,000
	
	16,341
	16,342

	
	報償費
	26,176
	4,000
	
	11,088
	11,088

	
	委託料
	10,507
	
	
	5,253
	5,254

	増額補正（概算）
	49,918
	35,960
	2,040
	980
	10,938

	
	報償費（有害捕獲班）
	35,900
	32,000
	480
	△4,780
	8,200

	
	報償費（捕獲専任班）
	12,000
	3,960
	1,560
	6,480
	

	
	委託料
	△1,440
	
	
	△720
	△720

	
	人件費（嘱託職員）
	3,458
	
	
	
	3,458

	合　計
	86,601
	39,960
	2,040
	17,321
	27,280(A)


※目標達成のためには、少しでも早く着手することが必要であり、現行予算内で執行し、事業費の確定は６月議会で諮る。
⑵　平成25年度実績見込み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	細　別
	金　額
	財　源

	
	
	国交付金
	県費
	特別交付税
	市単費

	報償費（有害捕獲班）
	36,796
	
	
	18,398
	18,398

	委託料
	10,039
	
	
	5,019
	5,020

	平成25年度実績見込み合計
	46,835
	
	
	23,417
	23,418(B)


　　　
⑶　平成25年度実績見込みと平成26年度６月補正後における市一般単独費の比較
平成25年度の実績見込み額と比較し、６月補正後の市の一般単独費の増額分は、嘱託職員の人件費程度の追加を見込んでいる。
 (A)          (B) 
市一般単独費増額分：27,280千円－23,418千円＝3,862千円

〔問合せ〕豊岡市コウノトリ共生部農林水産課農政係　TEL　0796-23-1127
平成26年5月14日(水)午後2時～


市長臨時記者会見資料
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